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“ 変 わる”

株式会社トヨテック

清水 茂義上級執行役

　今年はコロナに明けコロナに終わる年になりました。まだ来年も続くことに変わりはないので、年末年始は
元より、皆さん健康には留意しお過ごしください。
　さて、突然ですが皆さん野球は見ますか？ 今年のプロ野球日本シリーズは、工藤監督率いるソフトバンクが
４連勝！という圧倒的強さで日本一になりました。これで工藤体制 6 年で 4 年連続５回目の日本一という事です、
凄いですね。ソフトバンクと言えば、忘れてはいけないのがエースの千賀投手ですね。千賀投手は豊川の隣
蒲郡の出身で、我社にも高校ＯＢがいる身近な学校です。他にも昨年退団した城所選手は豊川出身で、工藤
監督も愛工大名電高校出身ですので、愛知県民としてはすごく親しみやすい球団だと思います。
　そんなソフトバンクの優勝に関する記事に、こんな文章がありました。「工藤はやっと嫌われる監督になりま
した」王会長の勝因談話からです。どういうことかと読んでみると、その意味は「采配も選手起用もぶれない
信念を持った非情采配ができる名監督の姿がそこにあった」というわけです。そうです、「嫌われる監督」と
は賞賛の言葉だったのです。確かに、昨年まで４番を打っていた内川選手を今年１軍で１度も使いませんでした。
２軍で３割打ち２軍の優勝に貢献していてもです。優勝する為にどうするのか？ぶれない信念がここにあったと
いう事です。
　では、何故ソフトバンクが強いのか？工藤監督だけの変化では出来ません。大きく変わったのは、昔のドラ
フト選手が優遇される育成方針では無く、だれにもチャンスを与えることで自立を促す育成方針に変えた事で
す。千賀投手や甲斐捕手、周東選手のような育成選手でも、１軍で活躍出来る実力主義を取り入れた事で「戦
える集団」への基礎づくりを成功させているからだと思います。そのまま我社に当てはまる訳では無いですが、
事業結果を出すためには「戦える集団を作る」という点では同じだと思います。その為には、今に満足せず「変
える、変われる人材」を作る事が求められていると思います。
　我 ト々ヨテックも、リーマンショック以来の厳しい環境下で戦っています。だからこそ「変わる、変える」必
要があるのです。何かを変える、変わる時は勇気がいります。失敗を恐れていては前に進めません。皆さんと
経営者が一丸となり「変わること、変えること」に “挑戦” すれば未来は明るく大きく開けると思います。
　さあ皆で、左手を腰に当て右手を握りしめ？！
　まだまだ続くコロナに負けないぞ！
　ガンバロー！
　加油吧！
　頑張るまい！（三河弁）
　良いお年をお迎えください (^^♪

 

昭和５２年夏！



株式会社ジュコー定時株主総会

　2020 年 12 月 4 日（金）13 時 30 分よりトーヨ
ーサークル本部にて、株式会社ジュコー第 35 期
定時株主総会が開催されました。

　2020 年 11 月 14 日（土）午後 1 時より豊川商
工会議所にて、第 64 回優良従業員表彰式が開か
れました。
　 20 年以上勤務の 55 人に永年勤続表彰を、5 年
以上勤務の 35 人に功労表彰を、9 人にジュニア
リーダー表彰をそれぞれ贈られ、トーヨーサーク
ルでは下記の方々が表彰されました。

　ISO9001（品質）、ISO14001（環境）の定期内部
監査が 11 月 23 日～ 12 月 9 日までの期間、全部
門を対象に実施されました。 
　今回の内部監査の目的は「品質・環境マネジメ
ントシステムに関して、組織で規定した要求事項及
び ISO 企画要求の適合性の検証、並びに品質・環
境方針を達成する上で適切に運用され、マネジメン
トシステムが有効に実施、維持されているかを検証

内 部 監 査

優良従業員表彰式

永年勤続表彰 功労表彰

　各号議案が慎重審議され満場一致で原案通り
可決承認されました。また、役員改選が行われ、清
水茂義さんが株式会社ジュコー常務取締役に選
任されました。

代表取締役会長　小野 喜明
代表取締役社長　小野 　理
常務取締役　　　清水 茂義
監査役　　　　　花井 英明

株式会社ジュコー　役員一覧

株式会社トヨテック　清原 辰時さん
株式会社ジュコー　　宮部 祐一さん
株式会社オミクロン　伊藤 利明さん

株式会社トヨテック　山口 良子さん
株式会社ジュコー　　杉山 雄一さん
株式会社オミクロン　今川 雅美さん

することを目的とする」とし、内部監査資格員による
５チームにて内部監査が行われました。



　2020 年 12 月 1 日より TOCOM 提案委員会規定と TOCOM 提案規定が改訂されました。今回の改訂は「提
案の質の向上」を図るため、今までの「改善提案活動」ではなく、提案内容を重視した「提案活動」を行うことを
目的としており、評価方法や集計方法、表彰及び報奨金に関してはポイント数ではなく、提案の内容が評価さ
れるように改定されました。

　昭和51年から続いている改善提案を新提案制度としてリニューアルいたします。従来のやり方
の良いところを継承し、更なる発展を目指して参ります。提案の定石を参考に、出来ること、小変
からの提案、それを上長とコミュニケーションして頂ければ幸いです。
　皆様の積極的な参加を全集中でお待ちしております！

TOCOM提案委員会規定・TOCOM提案規定　改訂

全員参加による「質の向上」を目指す

①　役員賞　（役員によって選出された提案）
　　　社長賞　1 件
　　　専務賞　2 件
　　　常務賞　3 件　　
　　　※上記件数以下の場合もある

ポイント評価から
　「提案内容の質」の評価へ変更。

2 ヵ月に 1 件を目安に変更。

②　ノミネート賞　５～ 10 件
　　（役員賞にノミネートされた提案）

③　事例紹介賞　　6 件
　　（全体集会等で紹介された提案）

④　提案件数賞　5 件　
　　（提案件数上位 5 名）

⑤　参加賞　　
　　（半期に 3 件以上の提案提出）

表 　 　 彰 評  価  方  法

提 案 提 出 件 数

TOCOM 提案委員長　若松さんより

内定式

　2020 年 12 月 4 日（金）午前 11 時 30 分よりト
ヨテック管理棟大会議室に於いて、2021 年度学
卒者内定式が執り行われました。小野理代表取締
役専務の内定証書授与並びに役員講話が行われ、
先輩社員として開発部の渡邉至さんと、営業部の
沖根ジョイスアンさんが出席されました。今回は
交流を深めるために「架空ストーリーゲーム」を
企画し、自分の考えを発表し合うことでお互いを
知ることができ、内定者からは緊張することなく
過ごせたと感想を聞くことができました。

　2021 年 1 月 1 日（金）発行の「広報とよかわ」1
月号に、トヨテックが掲載されます。豊川市内で
製造・生産・開発された製品や技術に携わる人
を紹介する「モノ、ヒト、シゴト」というコーナー
で、開発設計 G の花井美喜雄さんが、製品化や技
術開発に至るまで
の苦労と、仕事のや
りがいについてイ
ンタビューに答え
ています。

広報とよかわ 1 月号に
トヨテックが掲載されます

＜広報とよかわの概要＞
発行数：59,600 部
配布地域：市内各世帯、公共施設、金融機関、コンビニなど
豊川市 HP や専用アプリで配信

内定式の様子

従 来

変 更
□
□
□
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評価者
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地 区 別 全 体 集 会　　８：0 0 ～８：5 5

発 　 行 　 所
トーヨーサークル　TOCOM　事務局

豊 川 市 西 豊 町 二 丁 目 3 5 番 地
　 〈0533〉８５ー１１１０（代）

全体集会スケジュール １月６日（水）

「人材育成」への想いを語る

■ 伊東さんにとって、仕事のやりがいとは何ですか。

　2020 年 12 月に還暦を迎えられた伊東幹晴さん。長年お勤め頂いたト
ヨテックへの想いと、定年・再雇用という節目に立った心境をインタビュー
しました。

■今後の目標・夢があれば教えてください。
　　　　

　「人材育成」にやりがいを感じています。現在は月に一度、品質管理
の教育を行っていますが、私は人に「教育」することが好きなので、ト
ヨテックに勤めてきた中で今が一番仕事にやりがいを感じています。
　自分が教えてきた社員の活躍を見れる事がとても嬉しいです。

　自分の役割は後継者育成だと考えていますので、若い世代に引き継
げるよう教育をしっかりやって行きたいです。
　またプライベートでは、人に売れるようなモノづくり（彫刻など）をやっ
てみたいです。最近の趣味は中国ドラマです！お勧めです！

伊東　幹晴

品質保証室　
品質管理グループ　リーダー

トヨテック先輩 INTERVIEW

1960年　豊川市牛久保町生まれ。
2004年　㈱トヨテック入社。
美幸工場の生産技術担当、開発技術
部部長、ジュコー品質管理Gリーダ
ーなどを経て、現在に至る。

16年間勤続させて頂きありがとうござ
います。
今後も自分の知見や経験を活かし、会
社の繁栄に貢献できるよう、業務に取
り組んで行きます。

～社員に向けてメッセージ～

献血のお知らせ

日　時：２０２０年１月２０日（水）１３:００～１６:００
受　付：トヨテック管理棟面談室
献血車：トヨテック管理棟 南側駐車場

冬季連休中の注意事項人財開発部より * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
　既に第三波の様相となった新型コロナ感染は、全国で拡大しています。年末、年始を迎える冬季休暇は、何
かと人との接触機会が増える時期でもあります。会社としても社員、ご家族が健康で過ごされる事が何よりです。 
　1 月 6 日、年始に皆様方、誰一人欠けることなく顔をあわせられるよう、冬期休暇中は自己管理、自己防衛
をお願いいたします。

会社からの注意事項

毎日の体温測定は実施して下さい。（記録に残す）
外出などした場合は「いつ、どこで、誰と」は記録を残すよう心掛けて下さい。
新聞・テレビ報道、ネットニュース等は目を通して下さい。（コロナ情報は日々変化しています。）
正月初詣などは、各神社等で「分散参拝（集中する日時を避ける）」が案内されていますので、
リスク回避、感染予防対策を講じての対応をして下さい。
ニュース等で感染拡大している地域への不要不急の外出は避けるようにして下さい。

　今冬はコロナウイルス感染拡大で、予防強化が報道され、
インフルエンザとコロナの症状の見分けがつかないことが
問題視されています。
　まずは、インフルエンザ予防接種が重要となりますことを
ご理解願います。
　インフルエンザを患ったときの社内の混乱や医療の困難
を防ぐためにもご協力を宜しくお願い致します。

今年はとくに !! インフルエンザ対策を


